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挨
拶
す
る
羽
野
中
央
執
行
委
員
長

挨
拶
す
る
下
釜
部
会
長

パ
ソ
コ
ン
画
面
上
の
参
加
者
と

議
事
を
行
っ
た

　

支部や地本主催の各種レクや学習会にも積極的に参加

ＪＲ北労組・札幌支部
髙橋執行委員長

ＪＲ北労組・人見中央執行委員長

支援単組を代表して挨拶する
ＪＲ西労組中央本部
大川組織・国際部長

喜住新部会長の団結ガンバロー 福本中央副執行委員長

W
E
B
で
の
委
員
会
参
加
者

　

私
た
ち
の
働
く
岡
山
車
掌
区

は
、岡
山
駅
を
中
心
に
、山
陽
線
、

伯
備
線
、赤
穂
線
、瀬
戸
大
橋
線
、

宇
野
み
な
と
線
か
ら
、山
陰
エ
リ

ア
ま
で
広
域
に
わ
た
り
乗
務
し
て

い
ま
す
。

　

乗
務
車
種
に
つい
て
も
、２
２
７

系
Ｕｒｒａｒａ
や
快
速
マ
リ
ン
ラ
イ

ナ
ー
を
は
じ
め
、「
や
く
も
」「
ス
ー

パ
ー
い
な
ば
」「
南
風
」「
し
お
か

ぜ
」「
サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸・出
雲
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞

風
」「
ウ
エ
ス
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
銀

河
」「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ト
ロ
ッ
コ
」な

ど
、数
多
く
の
特
急
列
車・臨
時

列
車
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
車
掌
区
分
会
は
、約

１
５
０
名
の
組
合
員
が
所
属

し
て
お
り
、支
部
や
地
本
主
催

の
各
種
レ
ク
や
学
習
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、昨
年
行
わ
れ
た
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
で
は
、地
本
代
表

と
し
て
金
沢
の
地
で
も
力
を

発
揮
し
、躍
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、歓
送
迎
会
や
花
見

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
も
実

施
し
、独
自
の

運
動
を
精
力

的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、乗
務
員
勤
務
制
度
の

学
習
会
を
は
じ
め
、施
策
前
後

の
職
場
集
会
や
、安
全
衛
生
委
員

会
の
取
り
組
み
、賃
金
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
、学
び
や
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、職
場
課
題
の
解
決
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、組
合
員
と
の
対
話
を

重
視
し
た
分
会
活
動
の
充
実
に

取
り
組
み
、地
本・支
部
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
、

組
合
員
相
互
の
親
睦
を
通
じ
て
、

組
織
課
題
の
共
有
や
助
け
合
い

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
分
会
を

目
指
し
て
、岡
車
分
会
は
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　〈
岡
山
地
本
発
〉

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、2
0
2
6

年
9
月
28
日（
月
）、第
1
回
男

女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
、約
35
名
が
出
席

し
た
。

　

座
長
に
川
原
中
央
副
執
行
委

員
長
を
選
出
し
、第
38
回
定
期

中
央
本
部
大
会
で
の「
女
性
が

参
加
し
や
す
い
環
境
」、「
足
ロ
ス

と
いっ
た
負
担
の
軽
減
」の
発
言

を
も
と
に
中
央
本
部
で
開
催
形

式
を
検
討
し
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
開
催

と
な
っ
た
こ
と
、今
後
の
女
性
役

員
の
あ
り
方
に
つい
て
挨
拶
を
受

け
た
。

　

そ
の
後
、中
央
本
部
を
代
表

し
、羽
野
中
央
執
行
委
員
長
が
①

直
近
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
動

向
、②
総
合
労
働
協
約
、③
新
た

な
賃
金
昇
進
制
度
、④
安
全
、⑤

組
織
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
に
入
り
、経
過
報
告
で

は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
お
け
る
男
女

平
等
参
画
推
進
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
、政
府
・
連
合
・
J
R
連

合
の
取
り

組
み
が
報

告
さ
れ
、女

性
役
員
の

育
成
か
ら

活
躍
に
向

け
た
制
度

や
整
備
の
拡
充
、行
動
計
画
へ
の

対
応
が
確
認
さ
れ
た
。

　

議
題
で
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
女

性
活
躍
お
よ
び
次
世
代
育
成
に

関
す
る
行
動
計
画
へ
の
対
応
、Ｊ

Ｒ
西
労
組
の
男
女
平
等
参
画
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
提
起

さ
れ
、行
動
計
画
へ
の
対
応
は
エ

リ
ア
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら

れ
る
た
め
、本
部・
本
社
間
だ

け
で
な
く
、統
括
本
部
や
支

社
間
と
も
し
っ
か
り
と
確
認

し
て
い
く
こ
と
や
、Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
取
り
組
み
で
は
、2
0
2

6
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
共
有
し
、全
地

本
・
総
支
部
で
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、各
地
本・総
支
部
か

ら
、各
エ
リ
ア
で
の
好
事
例
や

第
7
回
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
要
領
に
意
見

が
述
べ
ら
れ
、2
0
2
6
年

度
の
取
り
組
み
方
針
を
確
立

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
鉄
道
工

務
部
会
は
2
0
2
6
年
９
月
26
日

（
土
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
第
3
会

議
室
に
お
い
て「
第
35
回
定
期
委
員

会
」を
開
催
し
、常
任
委
員
会
、委

員
、来
賓
合
わ
せ
て
約
40
名
が
集

結
し
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
鉄
道
工
務
部

会
を
代
表
し
て
下
釜
部
会
長
が
、

①
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
直
近
の
収
入
動

向
、②
春
闘
に
向
け
た
取
り
組
み
、

③
建
築・機
械
の
体
制
変
更
に
つ
い

て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、来
賓
を
代
表
し
て
福

本
中
央
副
執
行
委
員
長
か
ら
①
安

全
確
立
、②
労
働
協
約
、③
春
闘
、

④
業
務
課
題
、⑤
持
続
可
能
な
組

織
体
制
に
つい
て
挨
拶
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、25
年
度
経
過
報

告
、26
年
度
運
動
方
針
が
提
起
さ

れ
、全
体
質
疑
で
は
8
名
の
委
員
か

ら
安
全
、部
会
の
運
営
、業
務
課

題
、総
合
労
働
協
約
、春
闘
な
ど
に

つ
い
て
26
項
目
の
建
設
的
な
発
言

が
あ
り
議
論
を
交
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
事
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、新
役
員
の

選
出
で
は
、こ
れ
ま
で
中
央
本
部
鉄

道
工
務
部
会
を
牽
引
し
て
き
た
下

釜
部
会
長
が
勇
退
し
、新
た
に
喜

住
部
会
長
、市
來
副
部
会
長
、阪
本

事
務
長
、津
田
事
務
次
長
を
選
出

し
新
た
な
体
制
が
確
立
し
た
。

　

最
後
に
喜
住
新
部
会
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
委
員
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

鉄
道
工
務
部
会
役
員 

（
四
役
）

部
会
長　
　

喜
住
洋
香 （
新
任
）

副
部
会
長　

市
野
健
志 （
再
任
）

副
部
会
長　

鈴
木
佑
典 （
再
任
）

副
部
会
長　

水
野　

誠 （
再
任
）

副
部
会
長　

市
來
夏
樹 （
新
任
）

副
部
会
長　

元
上
博
文 （
再
任
）

事
務
長　
　

阪
本
和
弘 （
新
任
）

事
務
次
長　

浮
亀
光
弘 （
再
任
）

事
務
次
長　

津
田
雄
紀 

（
新
任
）

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
札
幌
支
部
は
２
０

２
６
年
9
月
10
日（
木
）、「
か
で
る

２・７
」に
お
い
て「
第
24
回
定
期
大

会
」を
執
行
部
、委
員
、来
賓
含
め

て
約
20
名
が
集
結
し
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、札
幌
支
部
を
代
表
し
て

髙
橋
執
行
委
員
長
が
、①
安
全
問

題
、②
地
域
公
共
交
通
の
維
持
、③

組
織
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
Ｊ
Ｒ
北
労
組
人

見
中
央
執
行
委
員
長
が
、①
安
全
、

②
組
織
課
題
、③
春
闘
、④
政
治・

政
策
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、支
援
単
組
を
代
表
し
て
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
の
大
川
組

織・国
際
部
長
が
、①
安
全
、②
民
主

化
闘
争
、③
支
援
単
組
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、執
行
部
か
ら
２
０
２

５
年
度
の
経
過
報
告
お
よ
び
２
０
２

６
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい
て
提

起
が
さ
れ
た
。

　

全
体
質
疑
で
は
、組
織
の
再
編
と

役
員
体
制
、21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
と
の

連
携
、乗
務
員
勤
務
制
度
の
改
正
内

容
、離
職
状
況
な
ど
に
つい
て
建
設
的

な
発
言
が
あ
り
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、伊
藤
書
記
長
の
総
括

答
弁
が
あ
り
、運
動
方
針
な
ど
提

起
さ
れ
た
全
て
の
議
題
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、髙
橋
執
行
委
員
長
の

力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
し
や
す
い
環
境
と
負
担
軽
減
を
め
ざ
し
W
E
B
で
開
催

世
話
役
活
動
の
充
実
と
魅
力
あ
る
分
会
運
動
の
展
開
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　岡山車掌区分会

 

第
1
回
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

Ｊ
Ｒ
北
労
組

 

「
第
24
回
札
幌
支
部
定
期
大
会
」

Ｊ
Ｒ
西
労
組 

中
央
本
部
鉄
道
工
務
部
会

「
第
35
回
定
期
委
員
会
」開
催


